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すべての生物のゲノムには、転移性の DNA 配列であるトランスポゾンが多数

存在している。トランスポゾン転移によるゲノムの変化は、世代を超えて子孫

に伝えられることで生物の多様性を生むが、一方で、その転移によるゲノム恒

常性の破綻は、個体の生存を脅かす。このため、多くの真核生物は、小分子

RNA やヘテロクロマチンを介してトランスポゾンの活動を抑制するシステムを

進化させてきた。小核と大核と呼ばれる二種類の核を一つの細胞内に維持する

繊毛虫のテトラヒメナは、これらの抑制システムをさらに発展させ、有性生殖

の過程でトランスポゾンをゲノム中から完全に取り除くという、驚異的な大規

模ゲノム再編のシステムを進化させてきた。本セミナーでは、テトラヒメナが

持つ究極的なトランスポゾン抑制戦略の分子基盤を解説するとともに、ヘテロ

クロマチン因子を介したゲノム再編機構の最新の知見を紹介し、二つの異なる

ゲノムを維持するテトラヒメナの生存戦略から、ホストゲノムと外来因子の競

争関係を議論したい。 
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